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B 65 胴囲寸法の適合感について
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目的: 衣服の仕上や寸法をきめるKは、身体寸法を基礎とするのは当然であるが、同時に着用感、形態適合

感の面からの検討も必要であろう。ところか、これらの感覚には個人差が予想される。特に既製服の設計を

念頭に如いた場合には、感覚の変異の状態を把握して如くことがより重要であると思われる。この様な観点

から胴囲とスカート等のベルトの関係をとりあげ、いくつかの検討を試みた。

方法：大学女子学生200名を対象としヽ日常着用しているスカートについて、サイズ選択と好みをアンケー

ト調査しヽまた、胴囲を含む計6項目の身体計測を行った。さらに、任意のサイズに固定可能なベルトを製

作しヽそれを用いて官能検査を行った。

結果:(1)スカート等の選択サイズと実際の胴囲計測値とを3omピッチの階級ごとに対比してみると、サイズ

60omN 63cmを選択する者は全体の約TO％にのぼるが、計測した胴囲では約50％が該当するに過ぎない。唾た

66cm以上のサイズ選択者は2a％であるのに対し、計測値では45％が存在する。したがってヽ身体寸法と合致

し々いサイズを選ぶ者ヽきつめのベルトに寛容々者が存在すると考えられた。

(2)個人にとっての最適ベルト寸法を官能検査｢調整法｣によわ求めた。これと胴囲計測値の相関係数は0.9

でヽ両者の緊密な関連性を示している。。しかし、回帰の傾きからヽ胴囲60～62cm辺りを境としてヽ細い者で

は、ややゆるめのベルトを最適としてヽ太めの者ではきつめのベルトを最適とする傾向がみられた。

(3)許容できるベルト寸法の上限値と､下限値を官能検査｢極限法｣により求め喪。胴囲の大きい者ほど上限値

が胴囲を上まわることが少なく、一下限値が計測値を下壕わることが大きい傾向がみられた。t だ胴囲が大き

い者ほど、許容幅は広くなるようである。
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おける着衣の実態

辻　啓子　伊藤きよ子　中島光子

　目的　我が国は世界でも有数の長寿国となり，しかも65歳以上の老齢人口は昭和54年に

は1,000万を超え，早い速度で高齢化社会に突入しつつあり,この年齢構造の変化は，生産

経済，消費経済を大きく変化させるであろうといわれている。高齢者の生活の実態につい

ては明らかにされていない部分も多く，高齢化社会に対処していくためにはまず生活の実

態を明らかにし，その上で今後のあり方を考えていくことは重要である。本研究は衣生活

に視点を当て，その実態をとらえｰ，今後の衣生活を豊かに営むための指標を得ることを目

的とし，その第一段階として高齢者婦人の戸外での着衣状況を観察し，分析を試みた。

　方法　1 .観察時期it昭和58年10一月, 59年1,4,7月の晴天または曇天の日を選ぴ，

場所は高齢者の多く集まる名古屋市内のＫ寺, N寺の２ケ所とした。　2 .高齢者の歩行

時の状態を写真およびピデオにおさめ，それを資料に各季節ともランダムに500 名のサン

プルを選定した。　3 .着衣の分析は着衣形式,服種の組合わせ，履物および服飾物,見

かけの体型，歩行時の姿勢について行った。

　結果　1 .着衣形式は季節によって差がみられた。冬期は和服形式が%6％の出現率を示

し，四季を通し最も高率であった。和洋折衷形式はいずれの季節も僅少であったＩ。　　2 .

服種の組合わせ数は，洋服形式では向暖期の春に最も多く, 70通りにもおよんだ。和服形

式では組合わせ数は少なく，夏期以外は長着にホームコートの着方が多かった。　3 .寒

期の衣服として襟巻き類の存在は大きく, 86.1％の着用がみられた。　4 ■見かけの肥満

体型者は春，秋期ともにio％弱出現し，和服着用者の割合は少ない傾向にあった。


